
宋

撃

l乙

於

け

る

自

然

と

人

倫

張

載

の

唯

物

湯

浅

幸

孫

シ
ナ
思
想
史
の
中
の
特
異
な
数
設
の
ひ
と
つ
に
、
天
一
合
一
論
が
あ
る
。

天
人
合
一
論
は
、
宇
宙
と
人
生
と
、
或
は
、
自
然
の
物
理
的
秩
序
と
人
間
の
倫
理
的
秩
序
・
祉
曾
的
秩
序
と
を
、
相
通
ま
た
は
相
類
の
欄
係
で

捉
え
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
所
に
そ
の
特
色
が
あ
る
。

相
通
の
関
係
と
は
、
「
天
」
と
「
人
L

と
の
聞
は
、

一
貫
し
た
自
然
の
法
則
に
よ
っ
て
結
ぼ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
天
地
(
宇
宙
)

と
い
う
最
も
包
括
的
な
存
在
の
構
造
を
規
定
す
る
原
理
は
、
天
地
の
内
に
在
る
特
殊
的
存
在
と
し
て
の
「
人
」
に
於
い
て
は
諮
問
な
る
本
性
と
し
て

現
わ
れ
る
。
宇
宙
の
構
造
原
理
(
本
根
)

は
人
倫
道
徳
の
根
源
で
あ
り
、
人
倫
道
徳
は
宇
宙
の
本
根
の
流
行
渡
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。

か
く
て
、
人
倫
道
徳
は
宇
宙
的
意
義
を
帯
び
る
と
と
も
に
、
字
備
の
本
根
も
道
徳
的
意
義
を
持
つ
。
そ
れ
故
し
ば
し
ば
、
天
地
が
寓
物
を
生
々
化

育
す
る
機
能
が
「
仁
」
と
云
わ
れ
、
或
は
ま
た
、
天
地
の
聞
に
在
る
寓
物
と
我
と
は
、

と
も
に
生
類
で
あ
っ
て
、
類
に
貴
賎
は
な
い
が
、
智
力
に

大
小
が
あ
る
た
め
に
、
互
に
制
し
、
互
に
食
み
、
云
わ
ば
、
弱
肉
強
食
の
欣
態
に
な
る
の
は
、

っ
天
地
の
不
仁
」
の
例
と
さ
れ
る
。
人
の
肉
慢
に

つ
い
て
も
、
手
足
が
腕
痔
し
て
生
気
が
か
よ
は
な
い
の
を
「
不
仁
」
と
い
っ
た
。

一
般
に
、
人
は
天
よ
り
菓
受
し
た
道
徳
性
を
そ
の
生
得
的
な
本



性
と
し
て
そ
な
え
て
い
る
。
人
が
禽
獣
に
異
な
る
所
以
は
、
人
の
本
性
が
天
と
相
通
ず
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
天
人
相
通
の
見
解
が
、
始
め
て
ま
と
ま
っ
た
数
設
と
し
て
現
わ
れ
る
の
は
『
孟
子
』
で
あ
る
。
『
孟
子
』
の
い
う
天
は
、
一
義
的
で

は
な
く
、
時
に
宇
宙
の
主
宰
者
と
か
、

わ
れ
わ
れ
の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
運
命
、

の
意
に
用
い
ら
れ
る
が
、

い
わ
ゆ
る
「
性
善
」

を
読
く
場
合
の
天
は
、
人
倫
道
徳
の
根
源
と
し
て
の
天
を
意
味
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
孟
子
は
、
人
に
は
み
な
側
隠
・
差
悪
・
辞
諜
・
是
非
の

四
端
が
あ
る
と
い
う
個
々
の
経
験
的
事
責
か
ら
撮
充
し
て
、

「人」

一
般
に
つ
い
て
、
人
は
み
な
仁
・
義
・
鰻
・
智
の
四
端
を
有
す
る
、
そ
れ
故

に
、
人
の
性
は
善
な
り
と
説
い
た
。
そ
し
て
、
人
が
こ
の
四
端
を
固
有
し
、
性
の
善
な
る
所
以
は
、
正
に
性
が
「
天
の
我
に
輿
え
た
所
の
も
の
」

だ
か
ら
で
あ
る
。
此
れ
が
い
わ
ゆ
る
性
善
説
の
形
市
上
皐
的
根
擦
で
あ
る
。
蚕
心
篇
の
首
章
に
い
う
、

「
そ
の
心
を
査
す
も
の
は
、
そ
の
性
を
知

る
。
そ
の
性
を
知
れ
ば
、
則
ち
天
を
知
る
」
と
。
性
は
心
の
中
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

心
力
を
謹
く
し
て
考
え
る
も
の
は
、
人
間
の
本
性

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
間
の
本
性
を
理
解
で
き
れ
ば
、
天
命
を
悟
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
も
、
人
の
性
は
天
よ
り
菓
受
し
た
も
の

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
意
味
で
の
天
人
合
一
論
は
、
長
く
後
世
に
承
け
継
が
れ
、
宋
皐
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

衣
に
、
天
人
相
類
と
は
、
天
と
人
と
の
形
健
性
質
に
相
類
す
る
所
が
あ
り
、
「
人
は
天
の
数
に
副
う
」
と
説
く
、
牽
強
侍
舎
な
思
想
で
あ
る
。

例
え
ば
、
人
腫
に
つ
い
て
、
小
さ
な
骨
に
小
節
三
百
六
十
六
が
あ
り
、
大
き
な
骨
に
大
節
十
二
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
数
の
三
百
六
十
六
と

月
数
の
十
二
に
副
い
、
人
に
五
臓
・
四
肢
が
あ
る
の
は
、
天
に
五
行
(
木
・
火
・
土
・
金
・
水
)

の
敷
あ
り
、

四
時
(
春
夏
秋
多
)

の
数
あ
る
に

河

川

リ

。

司
即
〉
フ

ま
た
、
人
の
行
い
に
倫
理
が
あ
る
の
は
天
地

(
天
等
地
卑
)
こ
H
U

、、

I
一
昌
し

心
に
計
慮
が
あ
る
の
は
天
の
度
数
に
副
う
と
読
か
れ
た
。

こ
の
よ

う
な
考
え
は
、
す
で
に
秦
漢
の
際
に
現
わ
れ
た
『
呂
覚
」
・
『
准
南
子
」
等
に
散
見
し
、

前
漢
の
董
仲
静
(
前
一
七
六
i

前一

O
四
)

の
作
と
侍
え
ら
れ

る
『
春
秋
繁
露
』
に
は
、

や
や
詳
し
く
説
い
て
い
る

(
董
仲
径
の
生
卒
年
月
は
『
漢
」
菩
』
本
俸
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

姑
く
清
末
の
蘇
輿
の

『
董
子
年
表
』
に
従
う
)
。
南
宋
の
朱
煮
は
『
春
秋
繁
露
」

を
疑
っ
て
、

董
仲
鐸
の
作
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
令
諾
類
』
八
三
〉
、

そ
れ
は
と
も
か
く
、
す
で
に
天
人
相
類
が
設
か
れ
、
「
人
の
形
躍
は
、
天
数
よ
り
嬰
化
し
て
成
る
」
(
「
潟
人
者
天
」
)
も
の
と
す
れ
ば
、
人
が
そ
の



身
を
養
う
た
め
に
は
「
天
の
道
に
循
う
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

(
「
循
天
之
道
」
)
。

こ
れ
は
戦
闘
末
以
来
、

特
に
著
し
く
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
「
養
生
」
の
設
を
思
わ
せ
る
。
後
世
、
こ
の
よ
う
な
天
人
相
類
設
は
、
む
し
ろ
皆
家
に
継
承
さ
れ
、
儒
撃
の
徒
は
殆
ど
説
く
所
が
な
か
っ
た
。

十
一
世
紀
に
入
っ
て
興
起
し
た
新
し
い
儒
皐
は
、
宋
の
中
葉
に
輩
出
し
た
、
周
敦
闘
・
張
載
・
程
顕
・
程
臨
を
開
租
と
し
、
南
宋
の
朱
蕪
に
歪

っ
て
此
の
四
涯
の
事
説
を
集
成
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、

一
般
に
宋
事
と
云
わ
れ
る
。
宋
事
の
主
流
で
あ
る
程
朱
の
離
は
、
世
界
観
上
、
最
高
の
範
鴫

と
し
て
「
理
」
を
立
て
た
の
で
、

宋
事
の
こ
と
を
理
皐
と
も
云
う
。

ま
た
、
張
載
や
程
顕
が
、

み
づ
か
ら
の
儒
轡
の
こ
と
を
道
串
と
稀
し
た
の

で
、
宋
撃
の
こ
と
を
道
事
と
も
一
去
っ
た
。
道
事
と
は
、
孟
子
の
淡
後
、
後
世
に
侍
わ
ら
な
く
な
っ
た
・
「
聖
人
之
道
」
を
遺
経
に
得
て
、

人
之
道
」
を
世
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
己
の
任
と
す
る
と
い
う
意
味
を
含
ん
だ
語
で
あ
る
。
な
お
、
宋
代
の
道
事
の
徒
は
、

こ
の
「
聖

「
道
事
」
と
「
政

術
」
と
は
ニ
事
で
は
な
く
、
「
事
」
に
よ
っ
て
自
ら
得
た
も
の
は
、
「
政
」
を
潟
す
上
で
も
現
質
化
さ
れ
得
る
も
の
と
考
え
た
。
云
わ
ば
、

「事」

は
艦
、

「
政
」
は
用
で
あ
る
。
経
書
を
讃
ん
で
義
理
を
明
ら
か
に
し
、
史
籍
を
諌
ん
で
古
今
の
成
敗
の
漣
を
論
じ
て
是
非
を
分
つ
こ
と
と
、

わ
れ

わ
れ
が
現
貨
の
枇
曾
生
活
の
中
の
あ
れ
こ
れ
の
事
物
に
つ
い
て
義
理
を
考
え
、
是
非
を
分
つ
こ
と
と
は
、

「
経
を
治
む
る
は
質
事
な
り
」
と
か
、

ひ
と
つ
の
こ
と
と
見
倣
さ
れ
た
。
こ
れ

「
閤
家
に
九
経
及
び
歴
代
聖
人
の
迩
ハ
睦
代
王
朝
の
史
〉
あ
る
は
、
寅
事

が
「
賞
事
」
の
思
想
で
、
程
顕
が
、

に
あ
ら
ざ
る
な
し
」
(
『
遺
書
」

一
)
と
い
う
の
も
こ
れ
で
、
経
史
を
讃
ん
で
「
理
」
を
自
得
し
た
と
い
う
こ
と
と
、

わ
れ
わ
れ
が
日
常
生
活
で
、

食
事
の
作
法
、
挨
拶
の
仕
方
、
交
通
法
規
等
々
、
綿
じ
て
云
え
ば
日
常
生
活
に
必
要
な
職
制
を
心
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
は
、
そ
の
「
事
」
が

ら
に
は
大
小
高
下
の
別
は
あ
っ
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
物
に
固
有
な
「
理
L

を
知
っ
て
い
る
鮎
で
は
、

同
じ
だ
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

(
悶
に
、
漢
語
の
「
寅
皐
」
は
「
興
費
之
皐
」
の
意
で
、

わ
が
園
語
で
用
い
る
よ
う
な
意
味
で
は
な
い
。
)

さ
て
、
こ
の
理
事
と
か
道
事
と
稀
せ
ら
れ
た
宋
代
の
新
儒
撃
も
天
人
合
一
論
を
説
い
た
。

そ
れ
は
一
種
の
天
人
相
通
設
で
、

宇
宙
と
人
間
と



四

を

一
大
有
機
鰻
と
し
て
の
大
宇
宙
(
「
天
地
」
)

と
、
大
宇
宙
の
生
成
過
程
に
出
現
し
、
大
宇
宙
と
構
造
原
理
を
同
じ
く
す
る
小
宇
宙
と
し
て
捉

え
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
然
の
存
在
撃
と
人
間
の
倫
理
撃
と
が
、
同
じ
範
幡
町
や
概
念
を
用
い
て
説
明
さ
れ
た
。
一
一
一
口
う
ま
で
も
な
く
、
有
機
鐙
は
、

そ

れ
自
桂
の
内
に
生
成
・
運
動
の
規
律
を
も
っ
自
足
的
全
一
櫨
で
あ
り
、
現
寅
在
は
過
去
的
な
も
の
の
生
成
の
結
果
と
し
て
現
わ
れ
、
過
去
的
な
も

の
に
制
約
さ
れ
る
。
有
機
艦
の
比
除
が
、
具
艦
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
、
，
次
を
追
う
て
述
べ
る
所
に
よ
っ
て
自
ら
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

張
載
(
一

Q
δ
ー一

O
七
七
〉
は
道
撃
の
創
始
者
の
一
人
で
、
程
顛
・
程
願
兄
弟
と
は
親
戚
の
関
係
に
あ
り
、

か
つ
て
と
も
に
洛
陽
に
居
住
し
親
密

※
 

し
か
し
張
載
の
皐
設
は
、
後
来
、
理
皐
の
正
宗
と
な
っ
た
程
朱
の
事
涯
と
は
、
顕
然
と
し
て
不
同
の
所
が
あ
る
。

に
往
来
し
た
。

程
顕
・
朱
蕪
等
の
理
撃
の
正
宗
が
、
世
界
観
上
、
最
高
範
時
と
し
て
「
理
」
を
提
起
し
た
の
に
封
し
、
張
載
の
設
で
は
「
理
」
は
た
だ
、
物
質

(
「
天
地
之
気
」
)

に
内
在
す
る
運
動
繁
化
の
規
律
と
考
え
ら
れ
、

張
氏
は
む
し
ろ
「
気
」

を
強
調
し
、

気
一
元
的
唯
物
論
を
設
き
、

そ
の
主
著

『
正
蒙
』
の
中
で
、
「
太
虚
」
と
「
気
」
と
「
寓
物
L

(

高
有
)

の
閥
係
を
詳
細
に
論
述
し
て
い
る
。
彼
は
い
う
、

「
太
虚
は
気
な
き
能
は
ず
、
気

は
聴
衆
ま
り
て
高
物
と
な
ら
ざ
る
能
は
ず
、
高
物
は
散
じ
て
太
虚
と
な
ら
ざ
る
能
は
ず
。
」
「
太
虚
の
無
形
な
る
は
気
の
本
韓
。
そ
の
乗
り
そ
の
散
ず

と
。
張
氏
の
い
う
「
太
虚
」
は
天
空
お
お
ぞ
ら
で
、
そ
こ
に
は
気
が
充
満
し
て
い
る
。
こ
の
気
は
無
形
無

る
は
、
第
化
の
客
形
の
み
」

(
太
和
)

朕
で
散
じ
て
未
だ
柴
ま
ら
な
い
本
来
の
欣
態
に
あ
る
。
こ
の
気
が
乗
合
凝
結
し
て
寓
物
と
な
り
有
形
の
も
の
が
形
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
気
が
分
裂

解
散
す
る
と
、

ま
た
太
虚
の
気
と
な
り
形
は
無
く
な
る
。
来
る
と
散
，
す
る
と
は
す
べ
て
気
の
賛
化
で
あ
っ
て
、
有
形
の
物
は
気
の
獲
化
の
過
程
に

於
け
て
客
形
(
か
り
の
形
)

に
す
ぎ
な
い
。
気
は
、
本
来
、
無
形
で
あ
る
が
、
気
が
紫
合
凝
結
す
る
と
形
象
あ
る
も
の
と
な
る
。
故
に
、

「
凡
そ

吠
あ
る
も
の
は
皆
な
有
な
り
、
凡
そ
有
は
皆
な
象
あ
り
、
凡
そ
象
は
気
な
り
」

と
い
う
。
す
べ
て
の
有
形
の
も
の
は
気
の
豪
散
に
随
っ

て
務
化
す
る
か
ら
、
形
象
あ
る
も
の
は
、
気
の
緊
散
務
化
の
過
程
に
於
け
る
暫
時
的
な
客
形
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
客
形
は
無
形
に

(
乾
稀
)



糾
問
す
る
語
で
、
気
の
本
来
の
形
態
は
、
無
形
の
太
虚
で
あ
り
、

つ
ま
り
、
太
虚
は
永
恒
的
に
気
が
散
っ
て
存
在
す
る
無
形
の
扶
態
に
あ
り
、
こ
れ

が
気
の
本
然
の
形
態
と
さ
れ
た
。

従
っ
て
、

「
有
」
と
「
無
」
と
は
、
気
が
碑
飛
散
す
る
過
程
に
於
け
る
あ
る
種
の
欣
態
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
一
切
の
有
形
の
も
の
は
無
の

聴
衆
散
に
随
っ
て
境
化
し
、
気
が
散
る
と
形
は
遣
え
、
無
は
本
来
の
太
虚
の
気
に
還
る
。
こ
の
質
化
の
過
程
を
「
由
有
到
無
」
(
有
よ
り
無
に
到
る
)

ま
た
、
太
虚
の
未
来
の
本
来
の
欣
態
に
あ
る
気
が
棄
ま
っ
て
有
形
の
も
の
と
な
る
と
、
こ
れ
を
「
由
無
到
有
」

と
い
う
。

(
無
よ
り
有
に
到
る
)

「
無
」
は
な
に
も
な
い
と
い
う
意
味
で
の
雌
無
の
意
で
は
な
く
、
気
が
解
散
し
て
無
形
の
吠
態
に
あ
る
こ
と
を
一
一
一
口
う
語
で
あ
る
。
太
和

篇
の
「
集
之
聴
衆
散
於
太
虚
、
猫
泳
凝
穂
於
水
、
知
太
虚
卸
気
則
無
無
」
(
気
の
太
虚
に
柴
散
す
る
は
、
猶
ほ
泳
の
凝
揮
の
水
に
於
け
る
が
ご
と
し
。

む

太
躍
は
邸
ち
気
な
る
を
知
れ
ば
則
ち
無
な
る
こ
と
無
し
)
と
は
、
這
般
の
事
情
を
説
明
す
る
。
故
に
張
載
は
、
「
老
子
』
の
「
有
は
無
よ
り
生
ず
」

と
い
う
。

ハ
四
十
章
〉
の
論
と
、

悌
家
の
一
切
の
存
在
を
虚
幻
と
見
倣
す
読
と
を
妄
説
と
し
て
斥
け
た
。

「
も
し
虚
よ
く
気
を
生
ず
と
調
は
ば
、
則
ち
躍
は
無

い
わ
ゆ
る
有
無
混
一
の
常
を
識
ら
ず
。
も

窮
な
る
に
、
気
は
限
り
有
り
、
鰭
と
用
と
殊
絶
し
て
、
老
子
の
〈
有
生
於
無
〉
の
自
然
の
論
に
入
り
、

あ
ら
は

し
高
象
は
太
虚
中
に
見
る
る
所
の
物
な
り
と
謂
は
ば
、
則
ち
物
と
虚
と
は
相
い
資
ら
ず
、

形
は
自
ら
形
、

性
は
自
ら
性
、

形
と
性
と
、

天
と
人

と
、
相
い
待
た
ず
し
て
有
り
、
浮
屠
の
山
河
大
地
を
も
っ
て
見
病
と
な
す
の
説
に
陥
る
」

(
太
和
)

と
。
虚
が
気
を
生
ず
る
と
す
る
と
、
太
虚
は

血
熱
で
あ
る
こ
と
を
否
認
す
る
こ
と
と
な
る
し
、

「
無
か
ら
有
が
生
ず
」
る
と
い
う
老
子
の
論
は
、
有
と
無
と
は
と
も
に
、
気
の
流
行
鰹
化
の
過
程

に
於
け
る
一
種
の
形
態
の
表
現
で
あ
る
こ
と
を
識
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、

一
切
の
物
は
す
べ
て
太
虚
に
出
現
し
た
事
物
で
あ
る
と

す
る
な
ら
ば
、
物
と
虚
と
は
そ
れ
ぞ
れ
濁
立
し
て
把
握
さ
れ
、
相
互
に
依
存
せ
ず
、
形
と
性
と
、
天
と
人
と
、
こ
れ
ら
は
互
に
無
関
係
な
も
の
と

な
る
。
こ
れ
で
は
恰
も
悌
教
徒
が
山
河
大
地
を
見
病
の
成
す
所
と
言
う
の
と
一
般
で
あ
る
。
併
設
で
は
、

み

園
土
及
び
諸
の
衆
生
を
観
見
れ
ば
、
皆
な
是
れ
無
始
の
見
病
の
成
す
所
な
り
、
見
と
見
縁
と
、
現
前
の
境
に
似
た
り
」
(
『
首
梼
操
舵
』
二
〉
と
、

i
i

「
例
へ
ば
汝
今
日
、
目
を
以
っ
て
山
河

人
は
生
れ
ぬ
前
か
ら
具
有
す
る
眼
病
の
た
め
に
、
幻
象
を
見
て
も
寅
在
の
事
物
の
如
く
見
え
る
と
説
い
た
。
(
性
・
天
・
人
の
こ
と
は
後
述
す
る
。
〉

五
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一
切
の
有
形
の
も
の
は
気
の
緊
散
に
隠
っ
て
繁
化
す
る
と
す
れ
ば
、
気
そ
れ
自
鰻
は
生
滅
す
る
の
か
、
と
い
う
こ

と
が
問
題
と
な
る
が
、
張
載
は
気
は
不
生
不
滅
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
乾
稀
篇
に
「
太
虚
は
、
気
の
鰻
。
:
:
:
形
緊
り
て
物
と
潟

り
、
形
遣
え
て
原
に
返
る
」
と
は
こ
の
こ
と
を
い
う
。
太
虚
の
寅
陸
は
気
で
あ
る
。
気
は
未
だ
象
を
成
さ
ず
、
そ
の
時
、
太
虚
に
は
充
周
無
間
あ
ま

さ
て
、
太
虚
は
気
で
あ
り
、

ね
く
気
が
充
満
し
て
い
る
。
気
は
来
っ
て
物
と
な
り
形
を
成
す
が
、
形
が
遣
え
気
が
散
る
と
、

そ
の
気
は
原
初
の
太
虚
の
一
気
に
返
る
。
ま
た
太
和

あ

た

な

ん

篇
に
い
う
。
「
」
筑
紫
ま
れ
ば
則
ち
離
明
施
し
得
て
形
あ
り
。
聴
衆
ま
ら
ざ
れ
ば
、
離
明
施
し
得
ず
し
て
形
な
し
。
そ
の
柴
ま
る
に
方
っ
て
、
安
ぞ
こ

に
わ
か

れ
を
客
と
調
は
ざ
る
を
得
ん
。
そ
の
散
ず
る
に
方
っ
て
、
安
ぞ
濯
に
こ
れ
を
無
と
謂
う
を
得
ん
。
故
に
聖
人
は
仰
い
で
観
、
術
し
て
察
し
、
但
だ

み

、

〈
幽
・
明
の
故
を
知
る
〉
と
云
い
、
〈
有
・
無
の
故
を
知
る
〉
と
云
は
ず
。
天
地
の
聞
に
盈
つ
る
も
の
は
法
象
の
み
」
と
。
離
は
易
の
卦
名
で
、

人
に
於
い
て
は
目
に
あ
た
る
。
離
明
は
腕
組
宛
器
官
と
光
線
と
の
結
合
を
指
す
。
気
が
来
っ
て
物
が
形
を
成
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
形
を
知
り

得
る
の
は
、
目
が
あ
り
光
線
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
が
な
け
れ
ば
物
が
あ
っ
て
も
、
形
を
知
り
得
な
い
。
気
が
聴
衆
ま
っ
て
物
と
な
る
と

か

り

の

か

た

ち

、

言
っ
て
も
、
そ
れ
は
気
の
繁
化
の
過
程
に
於
け
る
客
形
で
あ
り
、
気
が
散
っ
て
物
は
無
く
な
っ
て
も
、
気
そ
の
も
の
は
依
然
と
し
て
存
在
す
る
。

故
に
『
周
易
』
繋
辞
博
に
、
「
幽
明
の
故
を
知
る
」
と
云
い
、
「
有
無
の
故
を
知
る
」
と
は
云
わ
ぬ
。
天
地
の
聞
に
充
満
し
て
い
る
の
は
「
気
」
と

い
う
物
質
で
あ
る
。
法
象
は
悌
家
の
術
語
で
、
具
鐙
的
事
物
と
形
象
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
天
地
の
聞
に
は
気
が
充
満
し
て
お
り
、
決
し
て
空
虚

で
は
な
い
こ
と
を
い
う
。
張
載
の
『
易
読
』
に
よ
る
と
、
「
幽
明
L

の
「
幽
」
は
形
を
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
、
「
明
」
は
形
を
見
る
こ
と
の

で
き
る
も
の
の
意
で
、
「
見
る
は
明
に
由
り
、
見
ヘ
ざ
る
も
物
な
き
に
非
ず
。
乃
ち
是
れ
天
の
至
慮
な
り
。
彼
の
異
皐
(
悌
数
)
は
則
ち
皆
な
こ
れ

を
空
虚
に
蹄
す
。
蓋
し
徒
だ
明
を
知
る
の
み
、
夫
の
幽
を
察
せ
ず
、
見
る
所
は
一
選
な
る
の
み
」
(
『
張
子
金
書
』
十
一
)
と
悌
撃
の
徒
を
反
し
て
い
る
。

要
す
る
に
張
載
の
皐
読
で
は
、
「
有
」
と
「
無
」
と
は
、
気
の
流
行
幾
化
す
る
過
程
で
、
「
聴
衆
」
の
欣
態
か
ら
「
散
」
の
欣
態
、

ま
た
は
そ
の
逆

の
欣
態
に
到
る
こ
と
を
言
う
に
す
ぎ
ず
、
太
虚
中
の
気
そ
の
も
の
は
不
生
不
滅
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
自
然
の
存
在
に
謝
す
る
こ
の
よ
う
な
考

え
方
は
、
そ
の
生
死
観
に
も
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
太
和
篇
に
い
う
、
「
緊
亦
吾
盤
、
散
亦
吾
位
、
知
死
之
不
亡
者
、
可
興
一
一
一
一
口
性
突
」
(
聴
衆
ま
る
も



亦
た
五
口
が
艦
、
散
ず
る
も
亦
た
吾
、
い
か
髄
、
死
の
亡
ぶ
る
に
あ
ら
ざ
る
を
知
る
も
の
は
、
と
も
に
性
を
一
百
う
可
し
)
と
。

慢
の
意
味
で
は
な
く
、
寅
艦
、
卸
ち
「
気
の
本
睡
」
を
い
う
。
既
に
述
べ
た
所
か
ら
明
か
な
よ
う
に
、
太
虚
、
気
、
高
物
は
、
同
一
貫
睡
の
不
同

「
吾
が
韓
」

の
睡
は
、
身

の
欣
態
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
気
の
一
種
の
欣
態
と
し
て
存
在
す
る
。
張
載
に
と
っ
て
は
、
気
の
無
い
欣
態
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

故
に
誠
明
篇
で
鰻
を
定
義
し
て
、
「
未
嘗
無
之
謂
鰻
」
と
す
る
。
「
未
だ
嘗
て
無
い
こ
と
の
な
い
も
の
」
、
こ
れ
を
艦
と
い
う
。
わ
れ
わ
れ
の
生
死

に
つ
い
て
言
え
ば
、
白
熱
が
襲
っ
て
形
(
身
韓
)

を
成
す
と
、

こ
れ
を
生
と
い
う
。
形
が
潰
え
て
気
が
散
る
と
、

こ
れ
を
死
と
い
う
。
人
の
生
死
と

て
も
や
は
り
無
の
柴
散
の
表
現
で
あ
っ
て
、
死
ん
で
も
気
が
亡
び
る
の
で
は
な
い
。
寅
鰹
と
し
て
の
気
は
柴
散
生
死
に
か
か
わ
り
な
く
賀
在
し
て

未
だ
か
つ
て
無
く
な
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
「
可
興
一
一
語
性
突
一
」
の
「
性
」
は
、
張
載
の
用
い
た
特
殊
な
術
語
で
、
自
然
の
存
在
皐
で
は
、
血
熱
に
固
有
す
る
所
の
も
の
で
、
ん
一
執
を
離
れ
て

の

能

動

的

主

健

を

い

う

。

こ

れ

は

「

太

和

の

気

」

に

普

通

的

に

内

在

し

て

い

る

の
で
、
「
天
地
之
性
」
と
も
言
う
。
「
天
地
之
性
」
は
気
が
襲
っ
て
形
成
さ
れ
る
寓
物
に
、
「
性
」
と
し
て
先
天
的
に
内
在
す
る
。
「
性
」
は
普
遍
的
・

永
恒
的
で
、
個
物
の
生
死
に
随
っ
て
存
亡
す
る
の
で
な
く
、
個
物
の
形
態
的
消
滅
の
後
に
も
、
依
然
と
し
て
気
に
内
在
し
て
い
る
。
気
は
不
生
不

は
存
在
し
な
い
、
高
物
興
化
(
気
の
柴
散
)

(
除
陽
未
分
の
気
)

滅
で
あ
り
、
性
は
気
に
固
有
す
る
「
天
地
之
性
」
で
あ
る
か
ら
、
「
死
の
亡
ぶ
る
に
あ
ら
ざ
る
を
知
る
も
の
は
、
と
も
に
性
を
言
う
可
し
」
と
か
、

う
し
な

(
「
天
地
の
性
」
を
よ
く
理
解
す
れ
ば
)
、
然
る
後
に
生
も
得
る
所
な
け
れ
ば
、
則
ち
死
も
喪
う
所
な
き
を
知
る
」

「
性
を
議
し
て

(
誠
明
)
と
L 、

わ
れ
た
。
生
も
得
る
所
な
く
、
死
も
喪
う
所
な
け
れ
ば
、
生
に
執
着
し
て
長
生
久
硯
を
求
め
る
こ
と
も
、
死
後
の
世
界
を
あ
れ
こ
れ
思
い
煩
う
こ

し

た

が

っ

か

や

す

と
も
な
い
。
「
西
銘
」
の
末
尾
を
結
ぶ
、
「
存
す
れ
ば
、
一
世
れ
順
っ
て
事
え
、
浸
す
れ
ば
、
吾
れ
寧
し
」
|
|
わ
が
身
の
生
き
て
い
る
限
り
、
わ
が

身
を
生
ん
だ
天
地
に
射
し
、
父
母
に
封
し
て
事
え
て
そ
の
志
に
違
わ
ず
、
死
す
べ
き
時
が
く
れ
ば
、
心
や
す
ら
に
世
を
去
る
ー
ー
と
い
う
天
に
針

す
る
畏
敬
の
念
と
、
自
然
の
命
運
に
随
順
し
よ
う
と
す
る
敬
度
の
情
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
白

こ
の
よ
う
な
境
地
は
張
載
の
生
死
観
に
由
来
す
る
。

e

悌
数
に
射
す
る
攻
離
に
し
て
も
、
従
来
シ
ナ
祉
禽
史
上
の
排
傍
は
、
堂
塔
伽
藍
の
建
立
、
俳
像
の
鋳
造
、
そ
の
他
の
造
形
美
術
が
、
民
力
を
土

七
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木
の
功
に
努
し
、
民
利
を
奪
っ
て
金
飾
の
賓
と
な
す
と
か
、
多
数
の
僧
侶
の
得
度
が
、
生
産
人
口
を
化
し
て
滋
民
と
な
し
、
闘
庫
牧
入
に
打
撃
を

あ
た
え
る
と
か
、
主
と
し
て
図
家
財
政
の
上
か
ら
論
ぜ
ら
れ
た
。
儒
撃
の
徒
の
排
悌
は
出
家
の
習
俗
が
、

シ
ナ
枇
舎
に
固
有
な
「
家
の
宗
数
」
と

し
て
の
租
先
崇
拝
と
、

こ
れ
か
ら
く
る
「
孝
」
の
数
設
と
汗
格
す
る
こ
と
が
根
抵
に
あ
る
。
宋
代
以
後
、
知
識
人
の
間
に
流
行
し
た
稗
撃
や
明
代

知
識
人
の
居
士
悌
教
は
、
騨
籍
の
哲
事
的
ま
た
は
訓
話
皐
的
研
究
で
あ
っ
て
、
儒
者
の
側
か
ら
、
彼
我
の
数
理
を
針
決
さ
せ
、

そ
れ
を
克
服
し
ょ

う
と
す
る
努
力
は
甚
だ
稀
薄
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

呂
大
臨
の
「
横
渠
先
生
行
吠
」
に
よ
る
と
、
張
載
は
も
と
も
と
僻
典
や
道
家
の
典
籍
に
親
し
み
、
後
に
こ
れ
を
棄
て
儒
皐
の
研
究
に
波
頭
し
た

と
い
う
。
張
載
の
著
作
で
今
日
に
停
わ
る
も
の
は
少
く
、
悌
教
を
論
じ
た
筒
編
は
一
一
層
少
な
く
断
簡
に
と
ど
ま
る
が
、
唐
宋
以
来
、
儒
者
の
排
俳

論
と
し
て
有
名
な
、
韓
愈
の
「
原
道
」
、
欧
陽
修
の
「
本
論
」
、
孫
復
の
「
儒
辱
」
、
石
介
の
「
怪
読
」

等
が
文
章
の
堂
々
た
る
わ
り
に
は
内
容
が

空
疏
で
あ
る
の
に
反
し
、
張
載
は
と
も
か
く
も
数
理
の
面
で
悌
教
を
捉
え
、

こ
れ
を
駁
斥
し
た
。

例
え
ば
、

大
心
篇
に
「
餌
伴
氏
は
天
命
を
知
ら

ず
、
心
法
を
以
っ
て
天
地
を
起
滅
し
、
小
を
以
っ
て
大
を
縁
し
、
末
を
以
っ
て
本
を
縁
し
、
そ
の
窮
む
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
、
こ
れ
を
幻
妄
と
謂

う
は
、
員
に
所
謂
〈
泳
を
疑
ふ
〉
も
の
な
る
か
L

(
卸
伴
氏
不
知
天
命
、
市
以
心
法
起
滅
天
地
、
以
小
縁
大
、
以
末
縁
本
、
其
不
能
窮
、
而
謂
之
幻

妄
、
員
所
謂
疑
泳
者
欺
)

と
は
、
併
家
の
い
わ
ゆ
る
「
心
生
種
種
法
生
、

心
滅
種
種
法
滅
」
|
|
あ
ら
ゆ
る
法
象
の
起
滅
は
、
す
べ
て
自
己
の
心

の
作
用
で
あ
り
、

一
切
は
す
べ
て
幻
妄
で
あ
る
と
い
う
唯
心
論
を
批
剣
し
た
。
故
に
言
う
、

「
悌
家
は
天
(
白
熱
)
が
寓
物
を
造
成
す
る
こ
と
を
知

ら
ず
、
天
地
問
の
法
象
の
起
滅
を
心
の
作
用
と
し
て
い
る
。
太
和
の
気
が
大
で
あ
り
本
で
あ
り
、
人
の
心
は
小
で
あ
り
末
で
あ
る
の
に
、
悌
家
は

却
っ
て
天
地
は
心
の
生
ず
る
所
と
す
る
。
こ
れ
は
小
な
る
も
の
を
大
な
る
も
の
の
根
源
と
し
、
後
来
的
の
も
の
を
根
本
的
な
も
の
の
原
因
と
す
る

『
宋
文
鑑
』

か
の
夏
虫
は
泳
を
知
ら
ず
そ
れ
を
疑
う
の
と
同
じ
で
あ
る
」
と

て
が
み

一
一
九
に
引
く
「
呂
微
仲
に
興
え
る
書
」
に
、
悌
家
の
い
わ
ゆ
る
六
道
輪
廻
の
思
想
を
駁
し
て
い
る
。
「
、
浮
屠
は
鬼
を
明
ら
か
に
し
、

(
夏
虫
云
々
は
「
荘
子
』
秋
水
篇
の
寓
話
)
。

ま
た
、
呂
租
謙

こ
と
で
あ
っ
て
、

有
識
の
死
、
生
を
受
け
て
循
環
す
と
謂
う
は
、
亦
た
荘
読
の
流
に
出
づ
。
遂
に
厭
苦
し
て
兎
れ
ん
こ
と
を
求
む
る
は
、

(
鬼
を
)
知
る
と
謂
う
ベ



け
ん
や
。
人
生
を
以
っ
て
妄
見
と
潟
す
は
、
人
を
知
る
と
謂
う
ベ
け
ん
や
。
天
人
は
一
物
な
る
に
、
轍
ち
取
拾
を
生
ず
る
は
、
天
を
知
る
と
謂
う

ベ
け
ん
や
。
孔
孟
の
所
謂
天
は
、
彼
の
所
謂
道
な
り
。
惑
え
る
も
の
は
〈
灘
魂
獲
を
矯
す
〉
を
指
し
て
輸
回
と
矯
す
は
、
未
だ
こ
れ
を
思
わ
ざ
る
な

り
。
大
皐
は
ま
さ
に
先
づ
天
徳
を
知
る
べ
し
、
天
徳
を
知
れ
ば
、
則
ち
聖
人
を
知
り
、
鬼
神
を
知
る
。
今
、
、
浮
屠
の
極
論
の
要
諦
に
、
必
ず
死
生

の
流
暢
は
、
道
を
得
る
に
非
ざ
れ
ば
兎
れ
ず
と
謂
う
。

こ
れ
を
悟
道
と
謂
う
は
、
可
な
ら
ん
や
」
と
。
漢
語
の
鬼
は
、

『
膿
記
』
祭
義
に
「
衆
生

必
ず
死
す
、
死
す
れ
ば
必
ず
土
に
蹄
す
、
此
れ
を
鬼
と
謂
う
」
と
あ
り
、
人
の
死
後
の
精
気
を
い
う
語
で
あ
る
。
張
載
は
し
か
し
、

「
鬼
神
は

と
い
い
、
陰
陽
の
ニ
筑
が
往
来
屈
伸
す
る
自
然
の
本
能
を
鬼
一
紳
と
し
た
。
「
正
蒙
』
動
物
篇
に
、
「
物
の
初
め
て
生
ず
る
や
、

気
日
ご
と
に
至
り
て
滋
息
す
。
物
生
じ
て
既
に
盈
ち
、
気
日
ご
と
に
反
り
て
瀞
散
す
。
至
る
之
れ
を
紳
と
謂
う
、
そ
の
伸
ぶ
る
を
以
つ
て
な
り
。

反
る
之
れ
を
鬼
と
矯
す
、
そ
の
蹄
る
を
以
つ
て
な
り
」
と
は
、
こ
の
意
を
説
明
す
る
。
紳
は
が
ん
ら
い
『
周
易
』
に
用
い
ら
れ
た
語
で
、

気
之
良
能
L

(

太
和
)

「
陰
陽

不
測
之
謂
紳
」
(
繋
辞
)

と
か
、
「
紳
也
者
妙
高
物
而
筋
一
一
一
一
口
者
也
」
と
あ
る
の
に
由
来
し
、
高
物
の
務
化
は
微
妙
で
預
測
し
が
た
い
こ
と
を
形
容
す

る
。
張
載
は
こ
れ
を
借
用
し
て
、
気
の
能
動
的
本
性
、
郎
ち
一
切
の
物
鰻
の
運
動
務
化
の
内
在
的
根
源
を
紳
と
謂
っ
た
。
そ
れ
は
気
に
内
在
し
、

日
現
の
外
に
在
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
自
然
(
天
)

の
気
に
固
有
な
も
の
(
徳
)
と
い
う
意
で
「
天
徳
」
と
も
い
う

ま
た
、
気
の
運
動
務
化
の
過
程
は
、
気
の
運
動
務
化
の
必
然
的
軌
別
で
あ
る
か
ら
、
「
天
道
」
と
か
「
道
L

と
謂
は
れ
た
。
そ
し
て
、

(
天
徳
も
「
周
易
』
文
言

博
の
一
語
)
。

「
気
」
の
能
動
的
本
性
(
「
紳
」
)

は
根
本
的
、
「
気
」
の
運
動
饗
化
の
過
程
(
「
化
」
)

は
従
生
的
で
、
コ
脚
」
と
「
化
」
と
は
す
べ
て
「
気
」
に
於

い
て
統
一
さ
れ
る
か
ら
、
「
紳
は
天
徳
、
化
は
天
道
。
徳
は
そ
の
鰻
、
道
は
そ
の
用
。
気
に
一
な
る
の
み
」
(
「
正
蒙
」
紳
化
)

と
い
う
。

「
治
魂
獲
を
局
す
」
は
、
「
周
易
』
繋
辞
俸
に
、
「
精
気
は
物
を
矯
し
、
瀞
魂
は
獲
を
矯
す
。
是
の
故
に
鬼
紳
の
情
肢
を
知
る
L

と
あ
る
。
東
督

の
韓
康
伯
の
注
に
、

「
精
気
綱
縦
し
、
棄
ま
り
て
物
を
成
し
、
来
ま
る
こ
と
極
ま
れ
ば
則
ち
散
じ
、
務
魂
は
獲
を
矯
す
。
滋
魂
は
、
そ
の
潜
散
す

る
も
の
を
一
一
一
一
口
う
L

と
。
張
載
も
こ
の
注
に
よ
っ
て
、

(
『
正
蒙
」
動
物
)
。
「
死
し
て
瀞
散
す
る
も
の
」

「
気
の
人
に
於
け
る
や
、
生
れ
て
離
れ
ず
、
死
し
て
治
散
す
る
も
の
を
魂
と
調
う
」
と
い
う

無
形
の
集
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
仰
を
信
ず
る
も
の
は
、

「
潜
魂
矯
繁
L

を
誤
解
し
て
、

と
は
、

九
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「
瀞
魂
」
を
人
の
死
後
の
鬼
魂
、
「
純
度
」
を
六
道
輪
同
と
し
て
い
る
と
張
載
は
攻
撃
す
る
。
故
に
言
う
、
「
俳
教
で
は
幽
鬼
の
存
在
を
信
じ
、
人
が

死
ぬ
と
幽
鬼
と
な
っ
て
六
道
を
輪
姻
し
、
痛
苦
を
受
け
る
が
、
遂
に
輪
廻
よ
り
腕
離
し
て
痛
苦
を
兎
れ
よ
う
と
す
る
と
読
く
。
こ
れ
は
彼
等
が
、

鬼
は
気
が
散
っ
て
太
和
の
気
に
蹄
る
こ
と
で
あ
る
の
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
人
生
を
幻
妄
と
み
な
し
、
人
生
を
厭
苦
す
る
の
は
、
人
の
生
死

の
理
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
人
は
天
地
の
気
の
生
成
す
る
所
で
、
死
後
は
ま
た
太
虚
中
の
気
に
蹄
っ
て
ゆ
く
。
天
人
は
も
と
よ
り
一
物
(
気
)

で
あ
る
の
に
、

日
用
の
人
事
を
捨
て
て
成
悌
を
求
め
る
の
は
天
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
孔
孟
の
い
わ
ゆ
る
天
は
道
の
由
っ
て
出
づ
る
所
で
あ

る
が
、
併
教
で
は
太
虚
(
空
)

を
道
と
し
、

一
切
の
人
事
を
廃
絶
し
て
悟
を
求
め
る
。
彼
等
の
惑
え
る
も
の
は
、
「
滋
魂
獲
を
借
用
す
』
を
解
し
て
、

死
後
に
鬼
が
六
道
を
輪
廻
す
る
こ
と
と
す
る
。

全
く
の
誤
解
で
あ
る
。

皐
聞
に
深
い
も
の
は
、

先
づ
天
徳
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
天
徳
を
知
れ

ば
、
聖
人
を
知
り
、
鬼
神
を
知
る
で
あ
ろ
う
。
悌
家
の
極
論
の
要
旨
に
、
死
生
の
流
縛
は
、
道
を
得
た
も
の
で
な
け
れ
ば
兎
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
い
う
。
生
死
は
天
命
で
あ
る
こ
と
を
悟
ら
ず
し
て
、
ど
う
し
て
道
を
倍
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
。

四

性
、
天
徳
、
道
等
、
自
然
の
存
在
事
で
用
い
ら
れ
た
術
語
は
、

そ
の
ま
ま
倫
理
事
の
術
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
先
ず
「
性
」
と
は
、
人
に
於

い
て
は
、
何
で
あ
る
か
を
見
て
い
こ
う
。
張
載
は
『
正
蒙
』
太
和
篇
で
、
天
・
道
・
性
・
心
の
四
字
を
定
義
し
て
、

「
由
太
虚
、
有
天
之
名
。
由

気
化
、
有
道
之
名
。
合
虚
輿
気
、
有
性
之
名
。
合
性
輿
知
質
、
有
心
之
名
」
と
い
う
。

「
天
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
「
太
虚
」
で
、
こ
れ
は
康
大

無
限
の
気
の
世
界
で
あ
る
。
「
道
」
は
太
虚
中
の
気
が
繁
化
運
行
す
る
自
然
の
過
程
で
、
「
道
」
と
い
う
名
稀
は
、
気
の
運
行
か
ら
来
て
い
る
。
故

、

あ

わ

に
「
太
虚
に
由
り
、
天
の
名
あ
り
。
気
化
に
よ
り
道
の
名
あ
り
し
と
い
う
。
「
虚
と
気
と
合
せ
て
、
性
の
名
あ
り
」
と
は
、
「
性
」
に
太
虚
の
性

と
気
化
の
性
と
の
雨
種
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。
第
一
の
太
虚
の
性
は
、
既
に
述
べ
た
「
天
地
之
性
」
の
こ
と
で
、

こ
れ
は
太
和
の
気
に
固
有
な
、

も
っ
と
も
根
本
的
で
普
通
的
な
性
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
高
物
之
性
」
の
共
有
の
来
源
で
、
個
々
の
人
の
私
有
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
意



味
で
、
「
性
は
、
高
物
の
一
源
、
我
の
私
す
る
を
有
る
に
非
ず
」

こ
の
「
天
地
之
性
」
は
、
気
に
固
有
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
気
が
如
何
な
る
欣
態
に
あ
ろ
う
と
も
、

(
性
者
、
高
物
之
一
源
、
非
有
我
之
得
私
也
)

と
一
広
わ
れ
る

(
誠
明
篇
)
。

ま
た

つ
ま
り
未
来
の
虚
(
無
)

の
欣
態
に
あ
ろ
う

が
、
既
柴
の
寅
(
有
)

の
欣
態
に
あ
ろ
う
が
、
気
の
緊
散
に
か
か
わ
り
な
く
、
気
に
内
在
す
る
。
こ
の
こ
と
を
張
載
は
、

「
有
無
・
躍
貫
通
筋
一

物
者
、
性
也
。
不
能
矯
一
、
非
壷
性
也
」

(
有
無
・
虚
寅
を
通
じ
て
一
物
と
な
す
は
、
性
な
り
。

一
と
な
す
能
は
ざ
れ
ば
、
性
を
議
す
に
非
ず
)

と
い
う
(
乾
稽
)
。
「
有
」
と
「
賞
」
と
は
、
既
に
来
っ
た
時
の
気
を
指
し
、
「
無
」
と
「
膿
」
と
は
、
気
が
未
だ
聴
衆
ま
ら
ぬ
時
の
太
曜
の
無
を
指
し
て

き
わ

言
う
。
「
擾
性
」
は
、
『
周
易
』
読
卦
博
の
「
窮
理
謹
性
以
歪
於
命
」
か
ら
来
た
語
で
、
性
の
根
源
を
窮
め
る
意
で
あ
る
。
第
二
の
気
化
の
性
は
、

「
気
質
之
性
」
と
言
わ
れ
、
人
が
形
鰻
を
成
し
て
後
、
そ
の
形
鰻
に
因
つ
で
あ
る
性
で
あ
る
。
誠
明
篇
に
、
「
形
而
後
有
気
質
之
性
、
普
反
之
、

よ

か

え

(
形
よ
り
し
て
後
に
気
質
の
性
あ
り
、
善
く
之
れ
に
反
れ
ば
、
則
ち
天
地
の
性
存
す
。

則
天
地
之
性
存
滞
。
故
気
質
之
性
、
君
子
有
弗
性
者
穏
」

故
に
無
質
の
性
は
、
君
子
は
性
と
せ
ざ
る
も
の
あ
り
)

と
い
う
の
は
、

「
気
質
之
性
」
と
「
天
地
之
性
」
と
の
別
を
、
倫
理
の
問
題
と
し
て
取
り

上
げ
た
の
で
あ
る
。
人
が
形
韓
を
成
し
て
後
、
「
気
質
之
性
」
を
具
有
す
る
が
、
形
館
を
成
す
以
前
に
、
巳
に
「
天
地
之
性
」
を
具
有
し
て
い
る
。

後
者
は
、
具
種
的
な
個
々
の
人
が
私
有
し
得
る
の
で
は
な
く
、

「人」

一
般
に
内
在
す
る
「
寓
物
之
一
源
」
と
し
て
の
「
性
」
で
あ
る
が
、
前
者

の
「
気
質
之
性
」
は
、
人
が
形
艦
を
成
す
こ
と
に
由
っ
て
有
る
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
具
髄
的
個
別
性
と
し
て
の
「
性
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、

「
天
地

之
性
」
に
は
不
善
が
無
く
、
も
し
人
に
不
善
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
気
質
之
性
」
に
出
国
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。

子
』
謹
心
章
句
下
に
「
縄
問
舜
、
性
者
也
。
湯
武
、
反
之
也
」
(
発
舜
は
性
の
ま
ま
な
る
も
の
な
り
。
湯
武
は
之
れ
に
反
る
な
り
)

か
え

「
反
之
」
と
は
、
「
修
魚
し
て
そ
の
性
に
復
り
聖
人
に
至
る
な
り
」
と
朱
蕪
の
注
に
見
え
る
。
孟
子
の
言
は
「
発
舜
の
行
な
い
は
、
そ
の
本
性
か
ら

「
反
之
」
と
は
、

出'iI

孟

の
「
反
之
」
で
、

自
然
に
出
て
い
る
が
、
湯
武
の
行
な
い
は
、

わ
が
身
を
反
省
し
て
身
を
修
め
努
力
し
て
行
な
っ
た
の
で
あ
る
」
の
意
で
あ
る
。
引
用
の
誠
明
篇
の

句
意
も
明
白
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
誠
明
篇
に
、
「
性
於
人
無
不
善
、
繋
其
善
反
不
善
反
而
己
。
過
天
地
之
化
、
不
善
反
者
也
」
(
性
の
人
に
於
げ
る

よ

よ

か

え

・

由

か

す

よ

や
不
善
な
し
、
そ
の
普
く
反
る
と
善
く
反
ら
ざ
る
と
に
繋
る
の
み
。
天
地
の
化
を
過
ぐ
れ
ば
、
善
く
反
ら
ざ
る
な
り
L

と
は
、
人
生
の
二
元
論
を



に
は
不
善
は
な
い
が
、
現
寅
に
具
種
的
な
甲
某
乙
某
に
つ
い
て
見
る
と
、
善
あ
り
不
善
あ
る
の
は
、
「
気
質

之
性
」
に
因
る
こ
と
で
あ
る
。
善
・
不
善
は
彼
等
が
反
省
修
矯
し
て
、
本
然
の
性
で
あ
る
「
天
地
之
性
」
に
「
よ
く
反
る
」
か
否
か
に
繋
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
気
質
之
性
」
は
気
化
の
性
で
あ
る
か
ら
、
不
善
の
程
度
が
、
天
地
の
化
(
気
化
)
の
可
能
な
範
園
を
越

す

よ

か

え

え
て
い
る
と
、
本
然
の
性
に
反
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
た
。
故
に
、
「
天
地
の
化
を
過
ぐ
れ
ば
、
善
く
反
ら
ざ
る
な
り
」

す

の
化
を
過
ぐ
」
と
は
、
『
周
易
』
繋
辞
停
に
「
(
易
は
)
天
地
の
化
を
範
闘
し
て
過
、
ぎ
ず
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。
)

読
く
。
邸
ち
、
性
(
「
天
地
之
性
」
)

と
い
う
。

(
「
天
地

張
載
は
、
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
人
性
に
つ
い
て
二
つ
の
範
鴎
を
立
て
、
経
験
的
な
個
々
の
人
間
の
資
性
を
「
気
質
之
性
」
と
し
、
超
経
験

的
な
人
間
性
一
般
を
「
天
地
之
性
」
と
し
た
。
後
者
は
、
人
間
相
互
間
の
一
切
の
差
別
性
を
捨
象
し
た
本
性
と
考
え
て
よ
い
。

し
か
し
、
雨
者
は

別
々
に
離
れ
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、

「
天
地
之
性
」
が
具
桂
的
な
現
賓
の
個
人
の
性
と
し
て
存
在
す
る
限
り
に
於
い
て
「
気
質
之
性
」
と
い

わ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
「
天
地
之
性
」
は
、
太
和
の
気
に
固
有
の
も
の
で
、
「
高
物
の
一
源
」
で
あ
り
、

「
有
無
虚
寅
を
通
じ
て
一
物

と
な
す
も
の
」
で
、
無
形
の
太
虚
の
気
に
も
、

一
切
の
有
形
の
物
に
も
、
凡
そ
気
の
有
る
所
、
常
に
必
ず
気
に
内
在
す
る
が
、
気
が
人
と
し
て
の

形
象
を
成
し
た
時
、

そ
こ
に
は
じ
め
て
「
気
質
之
性
」
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

人
は
す
べ
て
「
天
地
之
性
」
を
も
っ
て
生
れ
つ
い
て
い
る
賂
で
は
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、

わ
れ
わ
れ
の
ひ
と
と
な
り
、
智
能
な

ど
に
差
異
が
あ
る
の
は
、
各
自
が
菓
受
す
る
所
の
気
に
「
偏
」
(
か
た
よ
り
)
や
「
通
・
蔽
・
開
・
塞
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
気
質
之
性
」

す
べ

が
費
一
で
な
い
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
「
凡
て
物
は
こ
の
性
(
「
気
質
之
性
」
)
あ
ら
ざ
る
な
し
。
通
蔽
閉
塞
に
由
り
、

ゆ

え

ふ

さ

所
以
に
人
物
の
別
あ
り
。
蔽
に
厚
薄
あ
る
に
由
り
、
故
に
智
愚
の
別
あ
り
。
塞
が
れ
る
も
の
は
牢
と
し
て
開
く
可
か
ら
ず
。
厚
き
も
の
は
以
っ
て

や
す

開
く
可
く
し
て
、
こ
れ
を
開
く
や
難
く
、
薄
き
も
の
は
こ
れ
を
開
く
や
易
し
。

拾
遺
)
と
は
、
人
は
す
べ
て
天
地
の
性
を
裏
け
て
性
と
し
、

開
け
ば
天
道
に
達
し
、

聖
人
と
一
な
り
」
(
『
張
子
全
書
』
十
四
、
性
理

天
地
の
気
を
受
け
て
形
と
な
る
が
、

気
に
は
遁
開
蔽
塞
の
別
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

人
そ
れ
ぞ
れ
の
差
異
の
あ
る
こ
と
を
い
う
。
人
は
「
天
地
之
性
」
を
具
有
し
て
い
て
も
、
蔽
塞
し
て
通
じ
な
け
れ
ば
、
自
己
の
本
性
を
認
識
す
る



こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
人
は
後
天
的
な
修
治
の
努
力
に
よ
り
、
蔽
を
聞
き
塞
を
通
じ
、
聖
人
と
一
に
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

『
正
蒙
」
誠
明
篇
に
、
「
人
の
剛
柔
・
緩
急
、
才
と
不
才
と
あ
る
は
、
気
の
偏
れ
る
な
り
。
天
は
本
と
参
和
し
て
偏
ら
ず
。
そ
の
集
を
養
い
、
こ

か

え

か

た

よ

ぴ

び

れ
が
本
に
反
り
て
偏
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
性
を
蓋
し
て
天
の
ま
ま
な
り
。
性
い
ま
だ
成
ら
ざ
れ
ば
則
ち
善
悪
混
ず
、
故
に
聾
聾
と
し
て
善
を
織
ぐ
も

や

の
は
、
斯
に
善
な
り
。
悪
こ
と
ご
と
く
去
れ
ば
則
ち
善
も
因
っ
て
以
っ
て
亡
し
、
故
に
〈
善
〉
と
日
う
を
合
め
て
〈
之
れ
を
成
す
者
は
性
な
り
〉

と
日
う
」
と
あ
る
の
も
、
人
の
偏
っ
た
気
(
「
気
質
之
性
」
)

を
培
養
し
て
、

本
然
の
性
に
た
ち
、
返
え
れ
ば
、
純
粋
無
雑
の
諮
問
と
な
る
こ
と
を
い

う

「
参
和
」
と
は
、
陰
陽
の
二
気
と
性
と
が
混
然
と
和
合
し
て
一
つ
に
な
っ
て
い
る
欣
態
を
い
う
語
。

「
性
い
ま
だ
成
ら
ざ
れ
ば
則
ち
諮
問
悪
混

ず
」
以
下
は
、
張
載
の
『
易
読
」
に
も
見
え
、
繋
辞
惇
の

「
一
除
一
陽
之
謂
道
。
織
之
者
善
也
、
成
之
者
性
也
」
の
注
で
あ
る
。

l
l或
は
陰
(
無
)

と
な
り
或
は
陽
(
気
)

と
な
っ
て
無
窮
の
幾
化
を
く
り
か
え
す
過
程
、

こ
れ
を
道
と
い
う
。
そ
の
道
の
作
用
を
継
承
す
る
た
ゆ
ま
ざ
る
人
の
勢
力

が
善
で
あ
り
、
そ
の
善
が
人
に
於
い
て
完
成
さ
れ
た
も
の
が
性
(
「
天
地
之
性
」
)

ま
じ

善
惑
が
混
っ
て
い
る
が
、
聾
々
と
し
て
努
力
を
つ
づ
け
る
な
ら
ば
諮
問
と
な
る
。
元
来
、
悪
は
善
に
封
す
る
名
稀
で
あ
る
か
ら
、
悪
が
こ
と
ご
と
く

で
あ
る
。
故
に
、
性
が
い
ま
だ
完
成
さ
れ
な
い
う
ち
は
、
性
に

無
く
な
れ
ば
、

人
は
後
天
的
な
努
力
に
よ
っ
て
、

よ
っ
て
善
と
い
う
名
稀
も
無
く
な
る
。
故
に
『
周
易
』
で
は
「
善
」
と
一
一
一
一
口
わ
ず
、

か
え

「
気
質
之
性
」
か
ら
「
天
地
之
性
」
に
反
り
、
悪
よ
り
善
に
移
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
成
之
者
性
也
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
と
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
理

に
順
わ
ざ
る
も
の
は
、
も
は
や
如
何
と
も
し
難
い
。

「
彼
自
蔽
塞
而
不
知
順
杏
理
者
、
則
亦
末
如
之
何
突
」

ふ
こ
と
を
知
ら
ざ
る
も
の
は
、
則
ち
亦
た
之
れ
を
如
何
と
も
す
る
末
し
)
と
誠
明
篇
に
一
一
一
一
口
う
の
は
、

で
あ
ろ
う
と
も
、
わ
れ
わ
れ
が
天
地
自
然
の
気
化
に
困
っ
て
葉
受
し
た
「
性
」

「
飲
食
・
男
女
は
み
な
性
な
り
。

(
彼
の
自
ら
蔽
塞
し
て
吾
が
理
に
順

こ
の
意
味
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

た
と
え
悪

(
「
気
質
之
性
」
)

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
絶
滅
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
故
に
、

こ
れ
な
ん
ぞ
滅
す
ベ
け
ん
や
」

(
乾
稀
)

と
い
う
。

シ
ナ
で
は
「
飲
食
・
男
女
、
人
の
大
欲
は

こ
れ
に
存
す
」
(
『
櫨
記
』
雄
運
)

と
一
一
一
一
口
わ
れ
、
食
欲
と
色
欲
と
は
人
欲
の
大
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、

こ
れ
よ
り
先
、

『
孟
子
』
に
引
く
告
子
の

一一一日にも、

「
食
と
色
と
は
性
な
り
」
と
見
え
る

(
後
述
す
る
よ
う
に
、
告
子
の
「
性
」
は
、
張
載
の
い
う
「
気
質
之
性
」

に
あ
た
る
)
。

す
で
に



四

食
色
が
性
で
あ
る
と
す
る
と
、

そ
れ
を
援
無
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
た
の
は
蛍
然
で
あ
る
。
た
だ
人
は
足
る
こ
と
を
知
り
、
噌
欲
に

か
え

よ
っ
て
そ
の
心
が
累
せ
ら
れ
ず
、
「
天
地
之
性
」
に
反
る
べ
き
こ
と
が
読
か
れ
た
の
で
あ
る
。
誠
明
篇
に
、
「
湛
一
、
気
之
本
。
攻
取
、
気
之
欲
。

口
腹
於
飲
食
、
鼻
舌
於
臭
味
、
皆
攻
取
之
性
。
知
徳
者
層
厭
而
己
、
不
以
噌
欲
累
其
心
、

不
以
小
害
大
、
末
喪
本
鷲
爾
」
と
い
う
の
も
こ
の
よ
う

に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

湛
一
は
清
静
で
純
粋
。

攻
取
は
外
物
を
拒
絶
す
る
こ
と
と
接
受
す
る
こ
と
。

「
気
之
本
」
と
「
気
之
欲
」
と
は
、

『
艦

記
』
柴
記
篇
の
「
人
生
れ
て
静
な
る
は
、
天
の
性
な
り
。
物
に
感
じ
て
動
く
は
、
性
の
欲
な
り
」
に
本
づ
く
語
で
、

「
天
地
之
性
」
と
「
気
質
之

性
」
と
を
指
す
。
前
者
は
「
大
」
で
あ
り
「
本
」
で
あ
る
。
後
者
は
「
小
」
で
あ
り
「
末
」
で
あ
る
。

加っし

ょ
っ
て
そ
の
心
を
鈍
さ
れ
ず
、
小
を
も
っ
て
大
を
害
し
、
末
を
も
っ
て
本
を
喪
な
う
こ
と
は
な
い
」
こ
と
を
い
う
。

「
徳
を
知
る
も
の
は
満
足
し
て
、
噌
欲
に

五

一
般
的
に
言
え
ば
、
人
の
性
は
善
か
悪
か
を
論
ず
る
こ
と
は
、
先
・
秦
の
孟
子
・
萄
子
以
来
、

シ
ナ
哲
皐
に
於
け
る
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
問

題
の
立
て
方
に
従
っ
て
こ
れ
を
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
は
、
現
賓
の
具
睦
的
な
人
の
性
は
善
か
悪
か
と
い
う
こ
と
で
、
告
子
の

「
性
に
善
な
く
不
善
な
し
」
(
「
孟
子
』
告
子
篇
)

の
設
と
か
、

「
人
の
性
は
恵
、
そ
の
善
な
る
は
俄

(
H
H
人
魚
)

な
り
」
と
い
う
萄
子
の
い
わ
ゆ

る
性
悪
説
が
こ
れ
で
あ
る
。
第
二
は
、
超
経
験
的
な
人
間
性
一
般
に
つ
い
て
善
悪
を
論
ず
る
こ
と
で
、
孟
子
の
い
わ
ゆ
る
性
善
説
は
そ
の
古
典
的

代
表
で
あ
る
。

張
載
は
、
告
子
の
性
読
に
つ
い
て
、

そ
し

妄
は
諮
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
」
(
誠
明
)
と
い
う
。
告
子
は
「
生
之
謂
性
」
(
生
の
ま
ま
を
性
と
い
う
)

「
生
を
以
っ
て
性
と
震
す
は
、
既
に
聾
夜
の
道
に
遁
ぜ
ず
、

且
つ
人
と
物
と
を
等
し
く
す
、
故
に
告
子
の

と
、
具
鰻
的
な
生
き
て
い
る
人
間
の
肉
鰻
に

卸
し
て
性
を
考
え
た
。

こ
れ
は
『
商
子
』
正
名
篇
に
、

「
生
之
所
以
然
者
謂
之
性
」
の
性
と
同
じ
で
、
生
存
す
る
所
以
の
欲
望
が
性
で
あ
る
。
故

に
告
子
は
ま
た
、

「
食
色
、
性
也
」
と
い
う
。
食
は
個
馳
胞
の
生
存
を
維
持
し
、
色
は
種
の
生
存
を
維
持
す
る
所
以
で
あ
る
。
孟
子
は
こ
れ
に
射
し



て
「
然
ら
ば
則
ち
犬
の
性
は
猫
お
牛
の
性
の
ご
と
く
、
牛
の
性
は
猫
お
人
の
性
ご
と
き
か
」
と
許
し
た
。
生
存
の
欲
望
は
獣
類
に
も
あ
る
か
ら
、

そ
れ
で
は
人
性
と
獣
性
と
の
別
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
張
載
が
「
人
と
物
と
を
等
し
く
す
」
と
い
う
の
は
こ
の
意
味
で
あ
る
。

「
聾
夜
の

道
に
渇
ず
」
と
は
「
周
易
』
繋
辞
停
の
句
で
、
人
に
「
天
地
之
性
」
と
「
気
質
之
性
」
と
が
あ
る
こ
と
は
、
恰
も
時
間
に
聾
と
夜
と
が
あ
る
が
如

く
で
、
も
し
「
気
質
之
性
L

あ
る
を
知
っ
て
、
「
天
地
之
性
」
あ
る
を
知
ら
ぬ
も
の
は
、
「
重
夜
の
道
に
通
ぜ
ず
」
と
諮
っ
た
の
で
あ
る
。

張
載
の
性
読
は
、

こ
れ
ま
で
シ
ナ
思
想
史
上
に
現
わ
れ
た
単
純
な
孟
背
の
折
表
説
(
漢
の
楊
雄
の
性
論
に
於
け
る
善
悪
混
在
説
と
か
庸
の
韓
愈

の
性
三
品
競
な
ど
)

と
異
っ
て
、
自
然
界
に
存
在
す
る
、
も
っ
と
も
原
初
的
な
物
質
と
し
て
の
太
和
の
無
か
ら
演
縛
し
て
性
の
二
元
論
を
立
て
、

在
来
の
性
論
を
統
一
す
る
と
と
も
に
、
後
来
の
朱
子
皐
に
継
承
さ
れ
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
朱
子
皐
的
思
惟
に
よ
れ
ば
、
こ
の
宇
宙
に
は
気
が
充
満
し
て
お
り
、

こ
の
気
が
緊
ま
れ
ば
寓
物
が
形
韓
を
成
し
、
散
ず
れ
ば

形
鰻
は
消
滅
し
て
ま
た
そ
の
気
も
消
滅
す
る
。
郎
ち
、
気
の
聴
衆
散
離
合
に
よ
っ
て
、
高
物
が
生
成
し
消
滅
す
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
初剛

、-

の
気
の
聴
衆
散
離
合
を
主
宰
す
る
窮
極
の
原
理
は
、
宇
宙
の
気
に
内
在
す
る
「
理
」
で
あ
る
。
こ
の
「
理
」
は
、
張
載
の
用
語
で
は
、
太
和
の
気
に

「
理
」
は
ま
た
一
切
の
個
物
に
内
在
し
て
、
そ
の
構
成
の
原
理
と
見
な
さ
れ
た
。

固
有
な
「
性
」
に
相
賞
す
る
。
そ
し
て
、

存
在
す
る
一
切
の
個
物
に
内
在
し
て
、
そ
れ
に
窮
極
的
債
値
を
輿
え
る
と
と
も
に
、

「
理
」
は
宇
宙
開
に

こ
の
「
理
」
は
同
時
に
個
物
を
超
越
し
て
、
宇
宙
そ
の
も
の

に
債
値
を
賦
興
す
る
世
界
の
根
本
原
理
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
し
か
し
、
宇
宙
と
個
物
の
敷
に
膝
じ
て
無
数
の
「
理
」
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。

「
蓋
し
合
せ
て
こ
れ
を
言
え
ば
、
高
物
の
細
川
櫨
(
全
鰻
)

は
一
太
極
(
「
理
」
)

な
り
。
分
ち
て
こ
れ
を
言
え
ば
、

一
物
ご
と
に
各
々

に
一
太
極
(
「
理
」
)

を
具
う
」
と
朱
子
は
説
明
し
て
い
る

(
「
太
極
聞
読
解
』
)
。

こ
の
よ
う
な
理
の
在
り
方
を
「
理
一
分
殊
」

と
い
う
が
、

わ
カミ

江
戸
時
代
の
儒
者
は
、
こ
れ
を
「
旧
毎
の
月
」
に
喰
え
た
。
こ
の
面
か
の
面
に
月
は
影
を
宿
し
て
い
る
が
、
月
自
鰻
は
た
だ
一
つ
で
あ
る
。

張
載
が
「
天
地
之
性
」
と
名
づ
け
た
太
虚
の
性
を
、
朱
子
は
「
天
命
之
性
」
(
又
、
「
義
理
之
性
」
、
「
本
然
之
性
」
、
「
天
理
」
、
「
道
心
」
と
も
稀

し
た
)

と
言
い
、
気
化
の
性
を
や
は
り
「
気
質
之
性
」
(
又
、
「
人
欲
」
、
「
人
心
」
と
も
稀
し
た
)

と
言
っ
た
。
朱
子
は
門
人
の
鄭
可
事
に
輿
え
た

一五



一六

て
が
み

書
の
中
で
、

「
気
は
こ
れ
を
性
命
と
謂
う
可
か
ら
ず
、

た
だ
性
命
は
此
に
因
っ
て
立
つ
(
成
立
す
る
)
の
み
。
故
に
『
天
地
之
性
』
を
論
ず
れ
ば
、

ま
じ

『
気
質
之
性
」
を
論
ず
れ
ば
、
則
ち
以
っ
て
『
理
』
と
『
気
』
と
を
雑
え
て
こ
れ
を
一
一
一
一
口
う
。
気
を
以
っ
て
性
命
と

専
ら
『
理
』
を
指
し
て
言
い
、

な
す
に
非
ず
」
(
文
集
五
六
「
答
鄭
子
上
書
」
)
と
説
明
し
て
い
る
。
(
こ
こ
で
「
性
命
」
と
い
う
の
は
、
「
性
」
と
同
義
語
。
性
命
を
分
訓
し
て
は
い
け
な

い
。
「
天
こ
の
理
を
以
っ
て
人
物
に
命
ず
、
こ
れ
を
命
と
謂
う
。
人
物
こ
の
理
を
天
よ
り
受
く
、
こ
れ
を
性
と
謂
う
」
と
か
、
「
命
は
、
天
の
人
物

に
賦
興
す
る
所
以
な
り
。
性
は
、
人
物
の
天
に
菓
受
す
る
所
以
な
り
」
と
い
う
。
天
が
人
物
に
輿
え
た
と
い
う
意
味
で
命
と
一
一
一
一
口
い
、
人
物
が
天
か

ら
受
け
た
と
い
う
意
味
で
性
と
一
一
一
一
口
う
。
)
「
性
」
(
性
命
・
理
)

が
白
熱
を
離
れ
て
は
存
在
し
得
な
い
こ
と
は
、

張
載
の
場
合
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
故

に
「
性
命
は
此
(
気
)

に
因
っ
て
立
つ
」
と
い
う
。
そ
し
て
「
性
」
は
「
理
」
で
あ
り
、
「
極
好
至
善
」
、
卸
ち
善
そ
の
も
の
、

「
性
は
天
よ
り
出
で
、

一
切
の
罪
悪
の
根

「
性
は
郎
ち
理
な
り
。
天
下
の
理
、
そ
の
自
る

才
は
気
よ
り
出
づ
。
白
熱
清
け
れ
ば
則
ち
才
清
く
、
気
濁
れ
ば

源
は
「
気
質
之
性
」
に
因
る
と
考
え
ら
れ
た
。

所
を
鵬
ぬ
る
に
、
未
だ
不
善
あ
ら
ず
」
(
『
一
一
程
望
日
』
一
三
上
)
、

こ
れ
は
張
載
と
同
時
代
の
程
顕
(
程
伊
川
)
が
、

則
ち
才
濁
る
。
才
は
則
ち
善
あ
り
不
善
あ
る
も
、
性
は
則
ち
不
善
な
し
」
(
同
上
、
一
九
)
と
一
一
一
一
口
う
の
と
一
般
で
、
朱
子
の
性
論
は
、
基
本
的
に
は
全

く
張
・
程
の
性
論
を
継
承
し
た
の
で
あ
る
。

(
「
才
」
は
、
『
読
文
」
に
「
草
木
の
初
生
な
り
」

と
あ
る
が
、

こ
れ
を
引
伸
し
て
人
の
生
れ
た
初
め

に
す
で
に
具
有
し
て
い
る
気
質
を
い
う
語
で
あ
る
。
)

そ
し
て
、

朱
子
が
自
然
の
存
在
論
に
於
い
て
用
い
た
「
理
」
(
「
道
」
、
「
天
理
」
、
「
天
」
と

も
い
う
)

と
い
う
概
念
も
、
程
額
程
瞭
の
兄
弟
の
用
語
に
由
来
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
、
朱
子
撃
に
特
徴
的
な
こ
と

は
、
大
宇
宙
と
し
て
の
自
然
の
構
成
に
見
ら
れ
た
「
理
一
分
殊
」
の
法
則
は
、
自
然
の
云
わ
ば
摩
縮
模
潟
で
あ
る
小
宇
宙
と
し
て
の
人
に
も
た
ち

婦
り
、
人
の
も
ろ
も
ろ
の
道
徳
範
時
は
す
べ
て
「
理
一
分
殊
」

の
表
現
と
見
倣
さ
れ
た
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
子
の
親
に
濁
す
る

「
孝
」
、
臣
の
君
に
到
す
る
「
忠
」
、
妻
の
夫
に
射
す
る
「
貞
」
等
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
徳
目
に
固
有
な
倫
理
的
義
務
は
異
な
る
が
、
す
べ
て
一
理
の

分
殊
的
表
現
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
か
、
天
人
合
一
の
原
理
に
よ
り
、
仁
義
雄
智
は
自
然
界
の
四
時
に
、

五
常
は
自
然
界
の
五
行
に
比
附
さ
れ
、
自

然
の
物
理
的
法
則
も
人
間
の
倫
理
法
則
も
、
す
べ
て
は
天
理
に
基
づ
き
そ
れ
に
支
配
さ
れ
る
、

一
理
の
高
殊
的
表
現
と
さ
れ
た
。
張
載
や
二
程
の



天
人
合
一
的
思
惟
に
も
、
「
一
理
分
殊
」
は
暖
味
な
形
で
前
提
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
を
明
確
に
し
、
「
一
理
分
殊
」
と
い
う
概
念
を
提
起
し
、
自

然
と
人
倫
と
を
説
明
し
た
の
は
朱
子
の
功
績
で
あ
る
。

-'-ノ、、

き
て
、
張
載
に
よ
れ
ば
、

「
性
」
は
寓
物
礎
化
(
気
の
来
散
)

を
主
宰
す
る
能
動
的
主
睡
で
あ
っ
た
が
、
人
に
内
在
し
て
「
心
」
の
主
飽
と
な

る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

さ
き
に
引
用
し
た
誠
明
篇
に
「
:
:
:
合
性
興
知
費
、
有
心
之
名
」

(
性
と
知
賓
と
合
せ
て
、

心
の
名
あ
り
)

と
は
、

わ

れ
わ
れ
の
「
心
」
は
、

「
知
魔
」
と
「
性
」
と
の
合
一
睡
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

、
フ
こ
、
、
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「
性
」
は
、
太
和
の
気
(
除
陽
未
分
の
気
)

に
「
性
」
と
し
て
在
る
限
り
に
於
い
て
、

い
ま
だ
知
覚
作
用
を
も
た
な
い
。

し
か
し

気
化
に
よ
っ
て
人
が
形
成
さ
れ
る
と
、
人
の
「
性
」
と
し
て
内
在
し
「
心
」
の
主
艦
と
な
る
が
、
人
の
「
心
」
は
外
物
と
接
鰯
す
る
と
知
魔
作
用

が
始
ま
り
、
知
識
を
生
ず
る
。
太
和
篇
に
、

「
歪
静
無
感
な
る
は
、
性
の
淵
源
。
識
あ
り
知
あ
る
は
、
物
交
の
客
感
の
み
」
と
は
、

こ
の
こ
と
を

い
う
。
そ
し
て
「
性
」
に
、

「
天
地
之
性
」
と
「
気
質
之
性
」
と
が
あ
る
の
に
封
臨
服
し
て
、

「
知
魔
」
に
「
天
徳
良
知
」
と
「
間
見
之
知
」
と
が

あ
る
。
「
開
見
之
知
」
は
、
感
魔
器
官
を
通
じ
て
、

心
の
主
睡
で
あ
る
「
性
」
(
「
気
質
之
性
」
)
が
外
物
と
接
鰯
(
「
物
交
」
)
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
ず
る
感
性
的
認
識
で
、
そ
の
認
識
の
針
象
は
人
が
耳
関
目
撃
し
得
る
範
囲
内
に
限
定
さ
れ
る
が
、

「
天
徳
良
知
」
は
、
見
聞
に
基
づ
か
な
い
先

験
的
な
、
云
わ
ば
、
「
無
感
」
に
よ
っ
て
直
賛
す
る
認
識
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
「
至
誠
無
感
」
で
あ
る
「
性
」
(
「
天
地
之
性
」
)

か
ら
で
あ
る
。
故
に
、
「
誠
明
の
知
る
所
は
、
乃
ち
天
徳
良
知
、
開
見
の
小
知
に
非
ず
L

(

「
正
蒙
』
誠
明
)
、

知
る
、
徳
性
の
知
る
所
に
非
ず
。
徳
性
の
知
る
所
は
見
聞
に
萌
さ
ず
」
(
大
心
)

と
い
う
。
「
誠
明
」
と
は
、

に
萌
す
認
識
だ

ま
じ

「
見
聞
の
知
は
、
乃
ち
物
交
は
り
て

『
膿
記
」
中
庸
篇
に
「
白
誠
明
、
謂

之
性
」
(
誠
よ
り
明
な
る
、

こ
れ
を
性
と
い
う
)

か
ら
き
た
語
で
、
「
性
」
(
「
天
地
之
性
」
)

を一一一一口い、

「
徳
性
所
知
」
と
は
、
「
天
徳
良
知
」
を
言

う
語
で
あ
る
。
『
正
蒙
』
大
心
篇
に
、
「
大
其
心
、
則
能
陸
天
下
之
物
。
物
有
未
鰻
、
則
心
筋
有
外
。
世
人
之
心
、
止
於
関
見
之
狭
。
聖
人
議
性
、

七
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不
以
関
見
桔
其
心
、
其
祝
天
下
、
無
一
物
非
我
」
(
そ
の
心
を
大
に
す
れ
ば
、
則
ち
よ
く
天
下
の
物
を
睦
す
。
物
い
ま
だ
鰻
せ
ざ
る
あ
れ
ば
、
則

畢
、
井
』

ち
心
外
あ
り
と
潟
す
。
世
人
の
心
は
、
間
見
の
狭
に
止
ま
る
。
聖
人
は
性
を
悲
し
て
、
関
見
を
以
っ
て
そ
の
心
を
桔
せ
ず
、
そ
の
天
下
を
視
る
こ

と
、
一
物
と
し
て
我
に
非
ざ
る
な
し
)
と
言
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
心
を
康
大
に
し
て
私
意
を
放
ち
、
一
家
の
偏
見
に
拘
わ
れ
な
け
れ
ば
、
天
下

そ
と

の
物
と
心
と
は
一
韓
と
な
る
。
も
し
、
心
が
天
下
の
物
と
一
睡
と
な
ら
な
け
れ
ば
、
物
と
心
と
は
間
隔
が
生
じ
て
合
一
せ
ず
、
心
の
外
に
物
が
あ

る
こ
と
と
な
る
。
世
人
の
心
は
、

「
聞
見
之
知
」
の
範
圏
に
止
ま
っ
て
い
る
が
、
聖
人
は
先
験
的
な
「
天
徳
良
知
」
に
よ
っ
て
、
必
ず
し
も
外
物

と
接
燭
せ
ず
、
高
物
と
心
と
を
一
睡
な
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

(
「
鰻
」
は
、
相
手
の
身
に
な
っ
て
よ
く
考
え
る
、
細
心

に
考
察
す
る
等
の
意
に
用
い
ら
れ
る
。
睦
察
・
鰻
曾
・
鐙
認
・
鰻
究
・
鰻
験
も
細
心
考
察
の
意
。
恐
ら
く
宋
代
の
俗
語
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
用
」

の
鈎
と
し
て
事
物
に
内
在
す
る
本
質
を
「
鰻
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
宋
皐
で
は
こ
れ
を
動
詞
化
し
て
用
い
、
あ
る
事
物
に
内
在
し
て
そ
の
本
質
と

な
る
意
に
使
う
こ
と
も
あ
る
。
)

わ
れ
わ
れ
の
耳
目
の
聞
見
に
よ
っ
て
生
ず
る
感
性
的
認
識
は
、
そ
の
範
囲
が
狭
小
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
先
験
的
な
天
徳
良
知
(
「
徳
性
の
知
る
所
」
)

は
必
ず
し
も
外
物
と
接
鍋
せ
ず
し
て
寓
物
を
膿
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
徳
性
知
は
閲
見
知
に
依
存
し
な
い
が
、
却
っ
て
開
見
知
に
束
縛

さ
れ
る
。
人
が
私
意
成
心
に
執
わ
れ
て
い
る
限
り
、
徳
性
知
は
聞
見
知
の
束
縛
を
受
け
て
活
動
で
き
な
い
。
故
に
道
を
知
ろ
う
と
す
れ
ば
、
私
音
ω

成
心
を
除
去
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
さ
れ
た
。

『
易
読
』
に
、

「
須
放
心
寛
快
公
卒
以
求
之
、
乃
可
見
道
況
徳
性
自
庚
大
、
易
日
窮
一
紳
知
化
、
徳
之

盛
也
。
宣
浅
心
可
得
」
|
|
人
は
須
ら
く
私
意
を
去
り
偏
見
を
棄
て
、
心
を
寛
快
公
平
に
し
て
道
を
求
め
る
と
よ
い
。

こ
の
よ
う
な
心
に
し
て
は

じ
め
て
道
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
し
て
、
人
の
天
よ
り
受
け
て
い
る
徳
性
は
、
が
ん
ら
い
康
大
で
あ
る
か
ら
、
我
執
に
よ
っ
て
さ
ま
た
げ
な

け
れ
ば
、
道
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
周
易
』
繋
辞
下
俸
に
、
「
紳
を
窮
め
化
を
知
る
は
、
徳
の
盛
ん
な
る
が
た
め
で
あ
る
」
と
い
う
。
心
の
狭

阪
な
も
の
が
、
ど
う
し
て
道
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
(
『
張
子
全
書
』
十
一
易
説
下
繋
僻
下
)

と
言
う
の
も
、

徳
性
の
認
識
を
さ
ま
た
げ
る
私
意
我
執
を

去
る
べ
き
こ
と
を
読
く
。

ま
た
『
正
蒙
』
大
心
篇
に
、
「
成
心
忘
れ
ら
れ
て
、
然
る
後
に
輿
に
道
に
進
む
可
し
」
(
成
心
忘
。
然
後
可
輿
進
於
道
)
、



「
化
す
れ
ば
則
ち
成
心
な
し
。
成
心
と
は
意
を
謂
う
か
」

(
化
則
無
成
心
突
。
成
心
者
、
意
之
謂
輿
)
、

「
成
心
な
き
も
の
は
、
時
中
す
る
の
み
」

(
無
成
心
者
、
時
中
而
巳
失
)
と
一
一
一
一
口
う
の
も
、
成
心
を
忘
却
す
る
こ
と
の
効
果
を
述
べ
て
い
る
。
「
成
心
」
と
は
が
ん
ら
い
『
荘
子
』
薄
物
論
の
、

「
夫
随
其
成
心
而
師
之
、
誰
濁
且
無
師
乎
」
に
基
づ
き
、
唐
の
成
玄
英
の
疏
に
「
夫
域
情
滞
著
、
執
一
家
之
偏
見
者
、
謂
之
成
心
」
と
い
う
「
成

と
ら
わ

心
」
で
、
『
正
蒙
』
自
注
に
は
、
「
成
心
と
は
私
意
な
り
」
と
い
う
。
も
し
成
心
を
忘
れ
一
家
の
偏
見
に
執
れ
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
寓
物
の
礎

化
と
一
髄
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
故
に
「
道
に
進
む
」
と
い
う
。
「
時
中
」
と
は
『
中
庸
』
の
「
君
子
而
時
中
」
の
語
を
用
い
た
。
「
中
」
は
不

偏
の
意
。
成
心
あ
る
も
の
は
、

一
家
の
偏
見
に
執
れ
て
い
る
か
ら
、
首
然
、
偏
差
を
生
ず
る
。

し
か
し
成
心
が
な
け
れ
ば
、
何
時
で
も
中
道
に
合

致
す
る
。

「
成
心
な
き
も
の
は
、
時
中
す
る
の
み
」

と
畳
一
口
う
所
以
で
あ
る
。

大
心
篇
の

「
艦
物
睦
身
、
道
之
本
也
。

身
而
髄
道
、
其
矯
人
也
大

突
。
道
能
物
身
、
故
大
。
不
能
物
身
而
累
於
身
、
則
貌
乎
其
卑
突
」
と
い
う
章
は
、
分
り
に
く
い
表
現
で
あ
る
が
、

ゆ
ず
ら

を
忘
れ
、
身
に
累
わ
さ
れ
な
け
れ
ば
、
道
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う

や
は
り
、

わ
れ
わ
れ
は
成
心

「
道
」
と
は
、
張
載
の
用
語
で
は
、
官
内
物
境
化

の
過
程
及
び
そ
の
普
通
性
を
表
示
す
る
語
で
、
高
物
礎
化
の
能
動
的
主
韓
を
「
性
」
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
。

「
道
之
本
」
と
は
、

こ
の

よ
う
な
「
性
」
を
い
う
。
性
は
わ
が
身
に
も
そ
れ
以
外
の
物
に
も
内
在
し
て
、
高
物
境
化
を
主
宰
す
る
。
も
し
わ
が
身
に
し
て
私
意
を
棄
て
、
道

ひ
と
と
な
り

と
一
睡
と
な
り
、
前
向
有
の
境
化
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
な
ら
ば
、
そ
の
篤
人
は
大
な
り
と
一
一
一
一
口
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ま
た
道
は
身
を
物
と
し
、
前
門
物
を
す
べ

て
境
化
の
過
積
に
置
く
。
故
に
道
は
大
な
り
と
い
う
。

か
か
る
人

「
物
に
髄
し
身
に
臆
す
る
は
、
道
の
本
な
り
。
身
に
し
て
道
を
鰹
す
れ
ば
、
そ
の
人
と
矯
り
や
大

と
こ
ろ
が
も
し
身
を
物
と
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
身
に
累
わ
さ
れ
る
な
ら
ば
、

は
貌
乎
と
し
て
卑
小
な
る
か
な
の
意
で
あ
る
。

な
り
。
道
は
能
く
身
を
物
と
す
、
故
に
大
な
り
。
身
を
物
と
す
る
能
は
ず
し
て
身
に
累
わ
き
る
る
は
、
則
ち
貌
乎
と
し
て
卑
な
る
か
な
」
と
訓
む

の
が
袋
蛍
で
あ
る
。

「
成
心
を
無
く
す
る
」
こ
と
を
、
張
載
は
ま
た
「
放
心
」
(
心
を
放
つ
)

と
か
「
大
心
」
(
心
を
大
に
す
る
)

と一一一一口ったが、

こ
の
よ
う
な
考
え

方
は
、
系
譜
的
に
は
吋
荘
子
」
大
宗
師
篇
に
顔
回
の
言
と
し
て
引
く
「
肢
睦
を
堕
ち
、
聴
明
を
鰍
け
、
形
を
離
れ
知
を
去
り
、
大
通
に
同
ず
、
こ

九



二
O

れ
を
坐
忘
と
謂
う
」
と
あ
る
「
坐
忘
」
に
判
別
す
る
郭
象
の
解
樟
に
由
来
す
る
。
郭
注
に
い
う
、

一寸

そ
れ
坐
τと
J!こA、
す
る
も
の
t主
多ミヱ
ぞ
τと
1I二ρ

れ
ざ
る
所
あ
ら

ん
や
。
既
に
そ
の
迩
を
忘
れ
、
又
た
そ
の
迩
と
な
る
所
以
の
も
の
を
忘
る
。

内
、
そ
の
一
身
を
費
え
や
す
、
外
、
天
地
あ
る
を
識
ら
ず
、
然
る
後
に

瞭
然
と
し
て
境
化
と
鰻
と
矯
り
、
通
ぜ
ざ
る
な
し
」
と
。
坐
忘
す
る
も
の
は
、
我
の
偏
見
な
く
、

わ
が
身
も
天
地
も
と
も
に
忘
れ
、
高
物
の
獲
化
と

一
僅
と
な
っ
て
、
運
動
媛
化
の
内
在
的
根
源
と
そ
の
過
程
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、

張
載
の
認
識
設
で
は
、

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、

感
性
的
認
識
と
し
て
の
「
聞
見
之
知
」
と
、

先
験
的
な
「
天
徳
良
知
」
と
が
考
え

ら
れ
て
い
る
が
、

人
に
私
意
成
心
が
あ
る
た
め
に
、

後
者
は
前
者
に
よ
っ
て
束
縛
さ
れ
る
と
い
う
。

こ
の
こ
と
は
し
か
し
、

先
験
的
な
天
徳
良

知
を
重
蔵
し
て
、
経
験
的
な
聞
見
知
を
軽
視
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
張
載
は
、
客
観
的
事
物
を
認
識
す
る
た
め
に
は
、

そ
れ
以
前
に

於
け
る
直
接
経
験
(
開
見
)

の
堆
積
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
意
味
で
、

聞
見
知
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。

(
格
物
窮
理
を
説
く
朱
子
皐
で

も
、
知
識
を
重
視
し
た
。
が
ん
ら
い
格
物
窮
理
と
い
う
こ
と
は
、
肝
盛
な
知
識
欲
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
。

し
か
し
、
近
世
シ
ナ
祉
曾
の
知
識

人
が
、
哲
皐
・
史
皐
・
文
皐
か
ら
自
然
科
皐
に
至
る
ま
で
、
幅
の
康
い
知
識
欲
の
と
り
こ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

い
わ
ゆ
る
「
中
園
人
式
博

識
」
は
、
む
し
ろ
近
代
化
へ
の
さ
ま
た
げ
と
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
近
代
社
曾
の
必
要
と
し
た
の
は
専
門
化
さ
れ
た
職
業
人
で
あ
り
、

そ
の
蹄

結
と
し
て
フ
ァ
ウ
ス
ト
的
な
多
面
的
人
間
性
を
放
棄
す
る
こ
と
は
、
近
代
社
曾
に
於
い
て
債
値
あ
る
行
筋
の
前
提
篠
件
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
)

例
え
ば
、
『
張
子
語
録
』
に
い
う
、
「
若
し
間
見
を
以
っ
て
心
と
矯
さ
ば
、
則
ち
止
だ
是
れ
間
見
す
る
所
を
感
得
す
る
の
み
。
亦
た
開
ず
見
ず
、
自

然
に
感
を
静
生
す
る
も
の
有
る
は
、
亦
た
昔
の
間
見
に
縁
自
な
り
。
事
勿
く
空
感
す
る
こ
と
有
る
な
し
」
と
。
わ
れ
わ
れ
の
知
識
の
来
源
は
、
開

見
に
た
よ
る
限
り
、

そ
の
感
得
す
る
と
こ
ろ
は
、
直
接
経
験
し
た
聞
見
の
域
を
出
な
い
。

し
か
し
、
直
接
に
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
て
も
、
あ
る
事
象
を
静
思
回
憶
し
、
想
像
し
得
る
の
は
、

こ
の
種
の
閲
見
を
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
が
縁
と
な
っ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
の
過

去
の
間
見
と
関
係
な
く
、
空
に
沼
郡
っ
て
知
識
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
或
は
い
う
、
「
開
見
は
以
っ
て
物
を
謹
く
す
に
足
ら
ざ
る
も
、
然
れ
ど
も

そ

れ

か

な

ら

そ

れ

又
た
他
を
須
要
す
。
耳
目
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
ば
、
則
ち
是
れ
木
石
な
り
。
要
ず
他
は
便
ち
内
外
を
合
得
す
る
の
道
。
若
し
聞
か
ず
見
ざ
れ
ば
、



た
め

又
た
何
ぞ
験
さ
ん
」
と
。
-
|
|
わ
れ
わ
れ
の
経
験
す
る
閲
見
は
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
無
限
に
生
起
し
得
る
現
買
の
事
象
を
、
す
べ
て
認
識
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
、
聞
見
す
る
能
力
は
、
人
に
と
っ
て
歓
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
も
し
耳
崩
目
撃
す
る
能
力
が
な
け
れ

ば
木
石
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
隠
見
す
る
能
力
に
よ
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
は
主
睦
と
客
櫨
と
を
統
合
し
、
知
賛
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
関
見
す

る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、

認
識
し
た
こ
と
と
賞
際
と
が
合
う
か
否
か
を
験
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で

「
内
外
を
合
得
す
る
の
道
」

(
合
得
内
外
之
道
)

と
客
睦
と
が
統
一
さ
れ
る
こ
と
、

内
外
於
耳
目
之
外
、
則
其
知
也
過
人
遠
央
」

は
わ

合
に
由
る
。
内
外
を
耳
目
の
外
に
合
す
こ
と
を
知
れ
ば
、
則
ち
そ
の
知
る
や
人
に
過
ぐ
る
こ
と
速
し
)

つ
ま
り
「
知
莞
」
を
い
う
。
大
心
篇
に
、

「
内
外
合
L

と
と
も
に
、
主
瞳

「
人
謂
己
有
知
、
由
耳
目
有
受
。
人
之
有
受
、
由
内
外
之
合
。
知
合

と

う
の
は
、
張
載
の
認
識
説
に
於
け
る
特
殊
な
用
語
で
、

「
合
内
外
L

、

「
内
外
之
合
」
、

(
人
、
己
れ
知
る
有
り
と
謂
う
は
、
耳
目
の
受
く
る
有
る
に
由
る
。
人
の
受
く
る
有
る
は
、
内
外
の

と

「
耳
目
の
受
く
る
有
る
」
と
は
関
見

を
い
う
。
聞
見
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
内
な
る
心
の
主
鰻
、
邸
ち
「
性
」
と
外
な
る
物
と
が
、
感
魔
器
官
を
通
じ
て
結
合
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
「
開
見
之
知
」
が
得
ら
れ
る
。

「
内
外
を
耳
目
の
外
に
合
す
」
と
は
、
感
魔
器
官
(
耳
目
)

の
媒
介
を
必
要
と
せ
ぬ
主
鰻

と
客
種
と
の
統
一
、
印
ち
「
間
見
に
萌
さ
ざ
る
」
認
識
、

に
限
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
徳
性
の
知
る
所
は
、

つ
ま
り
「
徳
性
の
知
る
所
」
で
あ
る
。
開
見
の
知
る
所
は
、
耳
聞
目
撃
す
る
所
の
も
の

「
そ
の
極
を
究
む
る
莫
し
」
と
も
い
わ
れ
、
無
限
の
遠
き
に
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

総
じ
て

え
ば
、
張
載
の
気
一
一
五
の
唯
物
論
で
は
、
自
然
の
存
在
も
人
間
の
倫
理
も
、

「
気
」
と
そ
れ
に
内
在
す
る
「
性
」
と
に
よ
っ
て
説
明

さ
れ
た
。
太
虚
の
気
は
絶
え
ず
不
断
の
運
動
を
績
け
て
い
る
が
、
そ
れ
は
無
目
的
な
無
意
志
的
な
気
の
自
己
運
動
で
あ
る
。
「
雨
(
陰
陽
の
二
気
)

有
れ
ば
則
ち
須
ず
感
あ
り
、
然
れ
ど
も
天
の
感
は
何
の
思
慮
あ
ら
ん
。
自
然
に
非
る
莫
し
」
(
『
易
読
』
観
〉
、
「
陰
陽
の
気
の
若
き
は
、
則
ち
循
環

交

じ

は

せ

し

あ

し
て
迭
に
至
り
、
聴
衆
散
し
て
相
滋
き
、
升
降
し
て
相
い
求
め
、
綱
組
と
し
て
相
い
探
る
。
:
:
:
こ
れ
を
使
む
る
も
の
或
る
莫
し
」
(
「
正
蒙
」
参
雨
)

と
言
わ
れ
た
。
高
物
が
陰
陽
の
二
気
の
感
膝
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
る
と
い
う
考
え
は
、
古
く
か
ら
あ
る
が
、
張
載
の
よ
う
に
睡
系
的
な
唯
物
論
は

後
に
も
先
に
も
そ
の
例
を
見
な
い
。



(
初
め
宋
事
全
般
に
わ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
自
然
と
人
倫
と
を
説
明
し
て
い
る
か
を
書
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
宿
病
の
た
め
果
さ
ず
、
張
載

に
つ
い
て
述
べ
る
に
止
め
た
。

日
限
が
せ
ま
り
十
日
蝕
り
で
書
き
上
げ
た
た
め
、
意
徐
っ
て
言
足
ら
ぬ
は
、

い
か
ん
と
も
し
難
い
。
)

※ 

張
載
は
「
気
」
は
不
生
不
滅
で
あ
る
と
考
え
た
の
に
射
し
、
程
朱
は
「
気
」
は
紹
え
ず
生
産
さ
れ
て
い
る
が
、

一
日
一
散
じ
た
「
気
」
は
再
び

聴
衆
ま
ら
ず
、
天
地
の
聞
に
瀞
散
し
て
遂
に
消
滅
す
る
と
説
い
た
。
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